
　　合成桁の設計例と解説（平成30年2月）　正誤表

頁 誤 正

2

（上から11行目）
 ⑩設計震度：Kh1＝0.20（レベル1地震動） Kh2＝0.60（レベル2地震動）

 ⑩設計震度:Kh1 ＝ 0.20（レベル1地震動）

　          Kh2 ＝ 1.31（レベル2地震動，タイプⅡ，橋軸直角方向）

 ただし，レベル2地震動による地震の影響については，道示Ⅴ編
13.1.1(3)の解説より，橋台に設置される支承部に作用する水平力相当と
し，設計水平震度の0.45倍から算出される慣性力とする（1.31×0.45＝
0.60）．

4 （下から3行目）　第1位を四捨五入して220mmとする。  第1位を切り上げて220mmとする。

5 （上から6行目）　第1位を四捨五入して220mmとする。  第1位を切り上げて220mmとする。

79 （下から10行目）　σcud ＝ 311 N/mm2  σcud ＝ 271 N/mm2

85

（上から10行目）
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　　合成桁の設計例と解説（平成30年2月）　正誤表

頁 誤 正
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（下から2行目）


